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 事業概要 

翼周りの流れを対象とした圧力・温度・位置・変形量同時計測法を確立し, その手法を用いた弾性変

形, 移動を伴う翼における非定常空気力学現象の解明, 航空機離着陸時に問題となる風切り音を抑制

する高効率制御法の検討を進める. 
 

 

 JAXAスーパーコンピュータを使用する理由と利点 

微小な非定常空気力学現象を CFD によって高忠実に再現するためには高密度な格子が必要であり, 

生産されるデータサイズは膨大となる. よって, より大きな計算資源と高度なコンピュータが不可欠

であるため JSS を利用する. 

 

 今年度の成果 

本年度は, TE ノイズの CFD による現象解明および, ヘリブレード風洞試験データを用いた CFD 解

析技術の確立に関する研究に関する数値解析を行った.  

 NACA0012 翼回りから発生する TE ノイズ(翼後縁ノイズ)について, FaSTAR を用いて格子の影響

の調査と, 解析解と風洞試験のギャップを埋めるため少ない観測点でデータ同化を行うシステムの構

築を行った. 格子の影響の調査より, TE ノイズは格子依存性が強く, 境界層内における挙動が境界層

外格子にも依存性を持つことが確認された. さらに, 翼面上における TE ノイズ由来の圧力変動につ

いて, 振幅と壁面摩擦係数分布に相関が確認された. また, 構築したデータ同化システムを用いてデ

ータ同化実験を行ったところ, 共分散膨張を用いたアンサンブルカルマンフィルタにより TE ノイズ

を伴う流れ場を再構築できる可能性が示唆された.  

 模型変形量計測(MDM)を用いた変形を伴うヘリコプタブレード周りの CFD 解析技術に取り組ん

圧力・温度・位置・変形量同時計測に基づく非定常空気力学現象の解明と高効率制御 
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でいる. 本研究で使用した MDM はステレオデジタル画像相関と呼ばれる方法で取得されたもので, 

瞬時画像から数十万点の計測点数が得られる. 本年度は, これらの大規模変形計測データから変形翼

の CFD 解析に必要な 3 次元変形翼形状の推定技術を構築し, JSS3 のリソースを用いてデータ処理を

行った(図 1). 

 

 

図 1: MDM により得られたブレードの計測データ点群と，本手法により

推定したブレード全体の変形形状 
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 JSS利用状況 

⚫ 計算情報 

 

 

  

プロセス並列手法 MPI 

スレッド並列手法 OpenMP 

プロセス並列数 1 - 720 

１ケースあたりの経過時間 120 時間 
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⚫ JSS3 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)： 1.82 

 
     

内訳 

計算資源 

計算システム名 CPU 利用量(コア・時) 資源の利用割合※2 (%) 

TOKI-SORA 32,789,996.70 1.48 

TOKI-ST 4,796,759.67 5.18 

TOKI-GP 0.00 0.00 

TOKI-XM 0.00 0.00 

TOKI-LM 19,590.93 1.49 

TOKI-TST 0.00 0.00 

TOKI-TGP 0.00 0.00 

TOKI-TLM 0.00 0.00 

 

ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 

/home 2,550.46 2.12 

/data 及び/data2 233,777.75 1.44 

/ssd 16,252.62 1.54 

 

アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 

J-SPACE 26.78 0.10 
 

※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

 

 

 

 

 

⚫ ISV 利用量 

ISV ソフトウェア資源 

 利用量(時) 資源の利用割合※2 (%) 

ISV ソフトウェア(合計) 2,388.79 1.08 

 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

  


